
しゅうじ 様 論文添削 R1 選択Ⅲ－１ 
■論文の構成について 
各設問に対する分量バランスはとても良い 
ただ、必須科目の場合、多面的な課題は３つほしい。 
多少、背景が長いので簡略化してOK 
 
■内容について 
１．安全な国土、地域、経済社会構築のための課題 
①「避難時間を確保できる河川堤防の整備」 
②「的確な情報の発信」 
ハード整備とソフト整備で分けて記載しているのは、良い。 
 
例えば、台風での川の氾濫→マンションの電気系統を地下に設置していたことによる停電 
被害を想定した構造物の建設が重要。フェールセーフ機能まで考えた設計とする。 
 
また、土地利用の在り方など。もともと災害による被害が大きいと想定される場所の土地
利用を控える。 
 
２．重要課題「的確な情報の発信」 
解決策１．XRAIN による大雨の実況観測 
全く悪くはないが、雨に特化しすぎている。 
使用可能なソフトは列挙する手もある。 
解決策２．SNSによる防災情報のリアルタイム配信 
 
これら的確な情報から、いかに避難を促すか、まで記述したい。 
例えば、防災訓練で、どのレベルに達したら避難開始と決めておく。など。 
 
３．共通リスク 
ITに疎い人が避難できない 
対策：有線放送の利用、避難訓練、共助 OK 
 
４．倫理：継続研鑽 
  社会持続可能性：自然環境に配慮した施設の整備 
 →（１）の粘り強い河川堤防の整備に関して、と記述した方が良い。 
それ以外は全てソフト対策の話題を展開させている。 
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しゅうじ 様 論文添削 R1 選択Ⅲ－１ 
■論文の構成について 
OK:設問に対するバランスが非常に良い。 
 
■内容について 
１．温室効果ガス削減のための課題 
3 つの課題とも、もっともであり問題なし 
背景→問題点→課題すべて記載あり。 
 
２．もっとも重要な課題 
建設現場の低炭素化 理由は必ずしも必要ではない 
 
解決策１：ハイブリッド建設機械の導入 
解決策２：ICT を活用した新技術の導入 
 
どちらも正であり、問題なし。 
 
３．共通するリスクと対策 
それぞれのリスクに対する対策が書かれているため、大きな減点とはならないが、 
「共通する」とされているので、できれば共通した対策を書きたい 
。 
より共通項なリスク設定をする必要がある。 
たとえば、 
新しい技術であるため、作業者の教育ができない 
機械を使用するため、故障のリスクがある。など 
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